
内陸 ア フ リカの論 理

生態史的背景

市 川 光 雄

イン ド洋沿岸のスワヒリ地域やサハ ラ砂漠南縁のサヘルは、大文明であるイスラームの影響

が非常 に強い地域で、イスラーム世界が築いた世界的ネ ットワーク、一っはアフロ ・ユーラシ

アの内陸乾燥地域 を結ぶネ ットワーク、 もう一つはイ ンド洋を中心とす る海洋に拡が ったネッ

トワークであるが、それ らの辺縁部に位置するアフリカという位置づけが 日野さんと嶋田さん

によって されたと思 う。それに対 して内陸部のアフリカは、そ うした大文明という外からの影

響が少ない地域の話になる。特 に内陸部の代表的な住民であるバン トゥの世界の生態史的な背

景から、アフリカの固有世界の特徴を抽出 していきたい。

バ ン トゥ語を話す住民の分布 は、サハラ以南のアフリカの約3分 の1以 上に及んでおり、 こ

の地域では最大の集団である。 この社会の特徴を一言で言えば、 「小世界の林立空間」 と 「社

会的な流動性」であると言えるだろう。彼 らの社会 は、離散的な社会であ り、常に分散 し続け

てきた。そ して、 この社会が常 に多民族状況の中に置かれてきたことも考えねばな らない。ス

ワヒリにっいて、 日野さんから言葉の意味やバ ウンダリーが文脈によって変わるという流動性

が指摘 されているが、バ ン トゥの人達が繰 り返 して きた移動を考えれば、そのような流動的な

特徴 もよ くわかる。すなわち 「移動 と分散」が この世界を特徴づける概念であ り、そ してそれ

は少な くとも数千年 という長い歴史を持ち、生態史的な背景を持っのだということにつ いて話

してみたい。

アフ リカでは、植生、あるいは環境区分を もとにして、その地域区分を考えることが多い。

例に内陸アフリカを高谷 さんが言 う 「生態論理が卓越する地域」として、そこで世界単位と考

えようとす る場合、やはりその生態区分が土台 になると考え られる。そこで、まず アフ リカの

生態区分を簡単に見ておきたい。アフリカでは、西アフリカだけを見れば、細い帯状に生態区

分が展開 しているということになろうが、南の方まで視野に入れれば、やはりギニア湾を中心

に同心円的に広が った生態区分を考えるのが妥当であろう。アフリカの気候あるいは植生区分

は、一番湿潤なギニア湾の沿岸部を中心に、そこか ら遠ざかるにっれて乾燥化 している。サハ

ラと大西洋に二つの高気圧があ り、そ こか ら吹 き出す風がぶっかるところ、つまり熱帯収束帯

でよく雨が降る。 このよ うな熱帯収束帯が南北 に移動す ることによって、乾期 と雨期が交代 し

て訪れる。 この湿潤乾燥系列に沿 って同心円状 に植生が展開 しているというわけである。

大陸の中心部には、アマ ゾンや東南アジアに並ぶ立派な熱帯雨林があり、世界の熱帯雨林の

約5分 の1を 占めている。 ここは、現在ではプランティン、タロ、アジァ産のヤム、新大陸起
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源のキャッサバ等の根菜 ・果実類 を栽培

する地域であ る。 しか し森林地帯 には草

地が少な くツェツェバエの生息地域でも

あるので、牧畜は昔か らあまり盛んでは

なかった。

その森林地帯をとり巻 くようにサバン

ナ、ウッドラン ドがあり、特に東南部の

アフ リカでは ミオ ンボと称 されるジャケ

ツイバラ亜科の美 しい疎林 になっている。

西部で はミオンボがな くな り、かわりに

シクンシ科のコンブレ トゥムなどの喬木がいわゆるギニア ・サバ ンナを形成 している。年間降

雨量が1000～1500mmあ り、ここもツェツェバエの分布地域に入 るため、牧畜はあまり盛んでは

なかった。 トウモ ロコシやシコクビエ等の比較的湿潤を好む雑穀類が栽培されている。

その外側 はサバ ンナ的な景観にな り、イネ科の草本が繁茂 してい る。年間雨量は800～1000

mmで ツェツェバエの分布限界になり、より乾燥 した地域では牧畜に絶好の環境 となる。農耕は

北部のよ り乾燥 したところでは、 トウジンビエ、フォニオのように、乾燥に強い作物を栽培 し

ている。特に西アフリカか らスーダン共和国の南にかけての、サハラの南側に位置するスーダ

ンと呼ばれ る地域は、スーダン農耕文化 と呼ばれるアフリカ独 自の農耕文化の発祥地 と言われ

ている。それより更に北はオアシスが点在す るサハラ砂漠 となる。

このよ うにアフリカには明瞭な生態区分があり、そこの自然条件に適応 した生活様式が古 く

か ら続 いてい る。そ こでは一見、生態に応 じた固有世界(内 世界)が 形成 されているかのよう

に見え る。 しか し、実際にはアフ リカの環境や人間の営みは、過去に何度 も激 しい変動に見舞

われている。む しろそういう変動を通 して、今 日我々が 目にす るアフ リカ的特徴が形成された

と考えたい。特にサハ ラ以南のバ ン トゥ社会の特徴である 「社会的な流動性」は、環境の変動

とその過程で起きた 「移動 ・分散」を通 して形成されたと考えている。'

アフ リカの先史時代にっいては、旧石器、新石器という従来の分類ではうまくいかない。ア

フ リカでは、いわゆる新石器的な文化要素(磨 製石器 と土器)が 出て きても農耕が始まってい

ないという、 日本の縄文時代にも似た現象がある。それゆえに後期石器時代、前期石器時代 と

分け られているが、アフ リカ的な特徴は後期石器時代か ら鉄器時代の初めにかけて形成された

のではないかというのが本日の話である。アフ リカの後期石器時代は、第四紀更新世の氷河期
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の終わ り頃に始まるのであるが、アフ リカ大陸 自体が氷河に覆われたことはなかった。 しか し

それで も平均気温 は約5～6度 ほど低下 したと言われている。ユーラシアで氷河が発達 した寒

冷期は、アフリカは乾燥期であったというのが最近の見解であ る。 しか も後氷期に入 ってから

も、アフリカではサハラに居座 っている亜熱帯高気圧の勢力の強弱によって、乾燥期 と湿潤期

が繰 り返 されていたことが最近、東京都立大学の門村さんなどの研究か らわか ってきた。

いまか ら1万8千 年前、ウルム氷期の最後の乾燥期が ピークを迎え るが、その頃には、現在

,で は熱帯雨林で覆われている大半の地域がサバ ンナ化 し、森林は僅かにギニヤ湾沿岸部とカメ

ルーン沿岸部、ザイール東部に点在するのみとなっていた。 しか し、その後 は湿潤化 し、森林

が拡大 して くる。約8千 年前の湿潤期の ピークには、セネガル南部のカザマンス川まで森林が

拡大 していた。森林面積はいまの約2倍 にも拡大 したと言われている。サハ ラ砂漠にも現在の

3～4倍 の降雨量があ り、ステップ化やサバ ンナ化 した。いわゆる 「緑のサハラ」が到来 した

時代である。その後 も、何回かの乾湿の交代はあ ったが、相対的には乾燥化 して くる。つまり

再び森林が後退 し、サハ ラは砂漠化 して きた。 こうした環境変遷は、当然なが らアフ リカの先

史に も大きな影響を与えた。現在のサハラでは、一部のオアシスを除いては人間の居住に適 さ

ない所だが、かつてはステ ップやサバ ンナに覆われ、野生動物の狩猟や、時代が少 し下れば牧

畜が行われていたことも明 らかになっている。

約5、6千 年前から再び気候の乾燥化が厳 しくなると、南の疎開林はサバンナ化 し、サハ ラ

の南にいた農耕民達 も南下を始める。 こうした人口移動 とサバ ンナ化によって、多 くの ものが

サハラ以南のアフ リカに もたらされた。更にそれから千～2千 年遅れて、熱帯雨林がサバ ンナ

化 して くるのであるが、こうしたことによってバ ン トゥ系の移動の条件が整え られて きた と考

えられ る。特に西アフ リカでは、気候帯が東西に細いバ ン ドとなって分布 しているため、わず

かな気候変動が人びとの生活に大 きな影響を与えた。年間雨量が200～800mmの サヘルでは、降

雨量の変化にともなって、 ツェツェバエの分布限界が北上と南下を繰 り返 し、甚だ しいときは

牧畜可能地域が500～1000kmも 南北に移動 したようだ。それが広範な人 口移動や、民族間の接

触や衝突の原因にな ったと言われている。

このような環境変遷の中で、アフリカ的な農耕であるスーダン農耕文化が成立 した。スーダ

ン農耕文化 とい うのは、中尾佐助先生によると、世界の四大農業文化の一っで、ソルガム、 ト

ウジンビエ、シコクビエという雑穀類、あるいはゴマ等の油料作物を主な栽培作物とするもの

である。 アフ リカ起源の作物を主体にす る点、耕作 に摯で はな くて鍬 を用いる点で非常にユ

ニークな農耕文化とされて いる。このアフリカ独 自の農耕の起源にっいて は、様々な説がある。
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イギ リス人のアフリカ史家のフェイ ジは、

技術その もの は湿潤期 にサバ ンナや ス

テップで繋が っていたエ ジプ トか ら、ナ

イル川を経てス甲ダン地方 に移 った考え

ている。古川さん も、北アフリカか らサ

ハラを通 って農耕が伝わったと言われた

が、人類学者のマー ドックや中央 アフ リ

カ史家のバ』ミンガムなどは、そうでは

なくて、アフリカにおける独立起源説の

立場を とっている。私 も、このスーダン

地方には独立 して農耕文化を生み出すだけの条件が、充分に整 っていたと考えている。いずれ

に して も、熱帯アフ リカでは中東のように麦類を栽培す ることができない し、作物、農法 とも

に、独 自なスーダ ン農耕文化がアフ リカの中で発達 したことは間違いないだろう。

スーダン地方 はいまでは乾燥 したサバ ンナになっているが、最終的に乾燥 したのは、7、8

千年前以降の完新世 に入 ってか らのことである。つまり、この地域では乾燥化の歴史が非常に

浅い。乾燥気候が長 く続いたところでは乾燥に対する適応として多肉植物が発達 して くるが、

ここではあまりそれが発達せず、代わりに野生のイネ科の草本が非常 に繁茂 している。.その中

には食用 となる種子をつける ものも多 く、現在でも50～60種 ほどの野生種子が採集 されている

という。 こうした野生の有用植物の中から、スーダン農耕文化の雑穀類が栽培化 されたと考え

ていいだろ う。

いまから8千 年前の湿潤期 は、 ところによっては湖の水位が数10mも 上が った と言 われてい

る。特にニジェール川か らナイル川にかけての中部アフリカでは、河川や湖沼環境が非常 に発

達 し、水産資源を背景 に した独自の文化が発達 した。細石器と磨製石器、骨製のモ リ土器など

の新 しい技術を持つ文化であ る。特 に魚を煮炊 きする土器が出土 した ことか ら、中部 アフ リカ

か ら東アフリカにかけての考古学を研究 した人 は、 これを 「フィッシュ ・シチュー ・リボルー

ション」と言 っている。魚を煮ることを可能に した文化革命だというわけである。 この地域で

は日本 と同 じように、土器が出たか らといって必ず しも農耕が行われたというわけではない。

だが少な くとも豊富な水産資源と、野生植物の集約的な利用を背景に して、半定住的な生活 く

らいは営まれていたのではないかと言われている。

しか し、 これ以降、気候はさらに乾燥化 し、資源利用の集約化が一層必要になって くる。お
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そらく最初の農耕はこのよ うな状況で始まったのだろう。スーダン農耕文化の作物の殆 どの起

源地 は、エチオ ピア起源のエ ンセテや森林の辺縁部で栽培化されたヤムを除けば、この湖沼文

化の分布域の中にある。紀元前7000～8000年 頃にピークを迎えた湖沼文化が、スーダン農耕文

化の母体になった可能性は十分 にある。 しか しアフリカでは、農耕 に関する最古の考古学的証

拠は意外に新 しく、紀元前2000年 紀、いまか ら3千 ～4千 年程前に、モー リタニアとガーナの

北部で出ている。 もっとも、アフ リカ起源とされているソルガムが、紀元前2000年 にはイン ド

で、紀元前2500年 にはアラ ビア半島から出ている。 こうしたことか ら考えると、起源地のアフ

リカでは、紀元前3000年 代 にはソルガムが栽培 されていたと考えた方がいい。いずれに しても

アフリカのサバ ンナ的なスーダン農耕文化が、完新世初期の環境変動の過程で生まれたことに

注 目してお きたい。

言語年代学で、農耕文化に関わるような語彙がどの程度共通 して存在 し、どの程度の年代ま

で遡れるか とい うことを推定 した人がいるが、 それ によると、既に紀元前3000年 までには、北

緯5度 以北のアフ リカの大半の地域で農耕が行われていたと言 う。 これには、サハ ラの乾燥化

による人々の南下が背景 にあったと考えられる。さらにこの後紀元前後か ら、急速 に南方の森

林地帯、あ るいは東アフ リカや南アフリカのウ ッドランドやサバンナにも農耕が広が っていく

が、その担い手 となったのがバ ントゥ系の人々だ った。

バ ン トゥ系の人々は、数百の言語集団か らな り、それ らがさらに細か く分 ければ、千～2千

に も分 けられるとい う。 しか し、互 いに非常に近縁な言語である。 ということは、これ らの言

語は、比較的最近になって分かれたことを意味 して いる。現在では中央 アフ リカか ら東、南ア

フリカまで非常に広大な地域 に分布 しており、ナイジェ リアの ビアフラ地方か らケニア、タン

ザニアの東海岸までの、人口の90%以 上をバ ン トゥ系住民が占めている。その中でもカメルー

ン西部か らナイ ジェリアにかけての地域が、バ ントゥの言葉がいちばん多様化 してお り、おそ

らくここが起源地だろうと言われている。バ ン トゥの人々は、紀元5世 紀までには東及 び南ア

フリカの海岸部にまで達 していた。仮に起源地 をカメルー ン西部とし、紀元前1000年 頃に、移

動を始めたとすると、約1500年 間に直線距離に して約4000kmの 距離を移動 したことになる。年

間では平均2kmか ら3kmず っ分布を拡大 していったということである。 これは、焼 き畑を しな

が らの移動であ ったことを考えれば、非常に驚異的なスピー ドと言える。マー ドックはこのよ

うな短期間での急速な分布域の拡大は、マホメット以後のアラブの拡張にも匹敵する出来事だ

と言 っている。

その移動の生態学的な背景としては、やはり気候の乾燥化ということがあったのであろう。
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約5000年 前か ら気候の乾燥化は非常に著 しくなり、その影響が3～4千 年前になると森林地帯

にまで達 し、森林の後退、サバ ンナ化が進行 して くる。その結果、熱帯雨林であ ったコンゴ盆

地の周縁部を囲むように して、コンゴ ・クレッセン トと呼ばれる三 日月状のサバ ンナや疎開林

地帯が形成 された。バ ン トゥ系の祖先は、ギニア ・サバ ンナに位置 していた故郷のカメルー ン

西部から、乾燥によって生 じたよ く似た環境を伝い、まずは東方に、部分的には森林の中をか

すめなが ら分布を広げ、紀元前3世 紀にはビク トリア湖の周辺に達 したと言われている。 ここ

には、バ ン トゥ的な特徴を持っウレウェという土器が出土 している。 こうした東への移動 とは

別に、海岸部に沿 って南下 したグループがある。 この西部バ ン トゥの流れ も紀元前3世 紀頃ま

でには、第二次バ ントゥ拡散の中心地にな ったザイール南部のサバ ンナに到達 した。さらに紀

元後1世 紀には、西部バ ン トゥの別のグループがガボンを経由 して、コンゴ盆地の森林地帯の

中にまで足を踏み入れていたという考古学的な証拠 も出ている。

このような激 しい移動の後を辿 ると、彼 らが何故そんなに移動するのかとい う疑問が生 じて

くる。単に耕地不足や人口圧 という適応的な要因だけでは説明がつかず、 「移動の習性」が

あったと しか思えない。 しか もその移動の仕方は、村の人口が膨張すると、その隣に新 しい村

を作 るような、徐々に分布を広げてい くようなものではない。ホップ ・スコッチという石けり

遊びのように、フロンティアの一番最前線の村を後方か ら来た人達が飛 び越えて行 くような移

住の仕方だ ったと言われている。パイオニアの移住は、どの地域で も、風のように処女地を駆

け抜 けて いくものか もしれないが、このような移動の伝統がバ ントゥ社会にはあると考えたい。

このようにして形成されたバ ントゥ世界の特徴の一っが 「小世界の林立空間」である。それ

は、人口が増えると分裂 して新 しい土地へ行 くという、単細胞分裂型の社会が林立する世界で

ある。人 口の増加は普通、政治組織的な高度化を促す ものであるが、バ ントゥはそ うではな く

て、移動 による分散の道をとったとい うことであろう。

特にここで注目したいのが、バ ン トゥ系住民の森林地帯への移住である。彼 らは、現在で は

コンゴ盆地のほぼ全域をカバー し、この地域の人口の90%以 上を占めているが、これ程まで に

森林地帯の移住に成功 したのは、言うまで もな く森林地帯に適応 した農耕文化を採用 したか ら

である。特に、森林の湿潤気候に適応 した作物と、伐採のための鉄器を手に入れたことが大 き

い。元々バ ン トゥの人達がカメルー ン西部で栽培 していたのは、サバ ンナ起源の雑穀や豆、こ

の地域で栽培化 されたであろうギニア ・ヤム、あ るいは もう少 し南の方 にあるアブラヤ シで

あった。アブラヤシを除けば、 この中に多湿な熱帯雨林の栽培に適 した ものはないと言える。

ヤムも元来 は乾期のある所でよく育っ作物である。っまり、乾期に備えて栄養を地下 に蓄える
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植物なので、年中多湿な森林地帯のヤムは根が非常に小さ く、 しか も多年生の ものが多い。ヤ

ムの種類は多 くて も、食用 になるものは少ないというわけであ る。ヤムを栽培す るのに も、光

がよくあたる疎開林などの、より開けた所の方が適 していると言われている。

現在中央 アフリカの森林地帯で広 く栽培 されているのは、バナナ、プランテ ィン、キャッサ

バだが、 これ らは元々湿潤熱帯か ら生まれた作物である。その上、単位面積あたりの収量はヤ

ムよりず っと多 く、数倍か ら十倍に達すると言われている。キ ャッサバ はコロンブス以降に新

大陸か ら伝わ った ものなので、バ ン トゥの森林地域への移住には、とりあえず関係がない。一

方、バナナはイン ド洋あるいはアラビア半島経由で、紀元1世 紀 には東アフ リカに伝わってい

た。実際にはこれ以前に赤道アフリカに入 ったことも十分考え られる。バ ン トゥが最初 に森林

の中に入 った時期にすでにバナナを持っていたかどうかはともか く、それ以降、熱帯雨林の中

にか くも広範に分布を広げたのには、やはりプランティンの導入が大 きな役割を果たした と考

え られる。生育 により光を必要 とす るヤムに比べ、プランティンは少々日陰のある方がいい。

また、木を残 しておいた方がよ く、中小木を刈 り払 うだけで農耕が可能だ った。 しかもバナナ

は原生林を伐 り拓いた畑の方がよく育ち収量が多い。森林内のパイオニア的な集落では、畑の

あちこちに大木を残 しなが ら、原生林を少 しづっ拓いていったと考えられ る。

現在で も新 しく移住 した村の土地利用を見ると、バナナ畑の大半は原生林の中に拓かれ、二

次林を開墾 した畑はキ ャッサバ等の栽培に使われることが多い。やがて一通 り周囲の森 に手が

つけ られ、新たに移住す る土地がだんだんな くなって くる。っ まり環境が密度化 して くると、

環境利用のエラボレー ションとして二次林利用の持続的なシステムができて くる。現在の コン

ゴ盆地の農民は、大半が こうした二次林利用のシステムを持っているが、初期の移動 と拡散の

時代には、おそ らく原生林の中に次 々と焼 き畑を作 って移動 して行ったのだろ うと考えている。

森林地帯の移動を容易 にした要因の一っに鉄器がある。鉄器は伐採において抜群の威力を発

揮する。サハラ以南のアフリカでは青銅器や銅器の時代はほとんどな く、ほとん どの地域では

石器時代か ら直接鉄器時代に入った。紀元前5世 紀頃に、ナイジェリアの ジョス高地などには

既 に鉄器があったと言われている。この鉄器起源にも様々な説があるが、いずれにせよ、紀元

前3世 紀頃までにバ ントゥの人たちは既に鉄器を持 っており、紀元2～4世 紀頃には森林の中

にまで入っていた。それか ら急速に鉄器は東南部アフリカとコンゴ盆地の中に入 っていったが、

おそ らくその担い手となったのはバ ントゥ系の人達だ ったのだろう。

アフ リカの生態的な環境 は、紀元前1万 数千年前の後期石器時代から紀元前後 までの間に非

常に大 きな変動を迎えた。その中で独 自の農耕文化が形成され る等、多 くのアフリカ的な特徴
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が形成 された。なかで も特に環境変動によって人々が非常 に広範な移動を したことに注 目を し

たい。サハラはアフリカ史を通 じて重要な交通路であ ったが、とりわけ 「緑のサハラ」が到来

した湿潤期には、北 アフリカか らサハラ以南 までは、ほぼ連続 した居住空間が広が っていたと

思 う。そ してやがて始まったサハラ及びサヘルの乾燥化によって人々が南下 し、サバ ンナ起源

の穀物や家畜等が赤道アフリカの周縁部 まで入って くる。 こうした北か らの人口移動に押 され

るよ うに、あ るいは中央 アフリカの森林地帯のサバ ンナ化 に引っ張 られ るよ うに して、バ ン

トゥ系の人々の移動が始 まったのではないか。

このような移動によ って、異なる技術や生活様式を持っ人々が各地で共存することにな った。

東アフリカに進出 したバ ン トゥの人々は、そこで北か ら南下 してきたクシ系の人々と接触 し、

エチオ ピア起源の作物、特にシコクビエを取 り入れる。あるいは家畜を取 り入れていった。中

央アフリカの森林地帯では、そこの先住民であるピグミーと共生的な関係を形成する。南アフ

リカでは、先住民のコイサ ン系ブッシュマ ンとある種の主従関係を形成 しなが ら共存 している。

移動の先 々で新 しい関係、出会いを経験 しなが ら、バ ン トゥの人々は分布を拡大 していったの

であろう。

紀元前後か ら1000年 頃迄のアフ リカの地域社

会は、相互 に交流を持ちなが らも、互いに独立

し、狩猟、採集、牧畜、農耕という異なる技術

や生活様式を持っ様々な社会が共存 していた時

代ではないか。アフリカで は今 日において も、

そうい う多文化の共存関係が形を変えて維持 さ

れている。内陸アフリカの特徴は、多様な もの

が共存 し、それが しか も国家のような超越的な

枠組みを介 した もので もな く、また強大な文明

という非常に強固な枠組みによって、内部の社

会が同質化 されている社会で もない。異質の社

会がそのままで住み分けている社会 と言えるだ

ろ う。

プ ス の市 場(カ メ ル ー ン北 部)
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